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　暑熱mm下において低温壁面からの放射冷却が体温調節反応に与える影響

　　　　　　　　　　　　二腹側と背側面の比較‾'゛生活環攘

奈良女大人間文化研究科　○緑川知子、奈良女大家政道永千鶴、登倉尋尋

　目的　発汗が見られる暑熱mm下において一壁温のみを1 0°Cに下降させたとき、この

壁面に腹側面を向けて前向きに立つ場合（Ｖ）と壁面に背側面を向けて後ろ向きに立つ場

合（Ｄ）で、体温調節反応に違いがあるか否かを明らかにする。

　方法　環境温と６面の壁温が3 3°Cの人工気候室で、被験者が熱平衡に達した後、一壁

面の温度のみを1 o℃に下降させる。この寒冷壁面に人体の腹側面を向けて前向きに立つ

場合（Ｖ）と背側面を向けて後ろ向きに立つ場合（Ｄ）で、鼓膜温、直腸温、腹側面と背

側面の皮膚温（forehead, D-neck, chest,back.Vupper arm,D-upper arm,hand,V-thigh,D-

thigh.V-leg,D-leg.foot）をサーミスターを用いて、下腿側面の発汗速度を換気カプセル

法によって、1 2段階スケールを用いて温冷感を、６段階スケールを用いて温熱快適感を

調べた。なお、女子被験者６人は放射熱交換有効面積が最大になるようにセミ・ヌードで、

寒冷壁面から5 Ocni離れて立った。
　結果　壁温下降壁面に体の腹側面を向けた場合（Ｖ）の方が背側面を向けた場合（Ｄ）

よりも、鼓膜温下降（Ｖ : 36.97±0.08°Cから36.77±o.os-c、Ｄ : 36.99士0.10°Cから36.

91±0.12°C）、発汗量の減少の程度が大きく、全身の温冷感（Ｖ：やや涼しい、D :やや

暖かい）もより涼しいという申告が、そして全身の温熱快適感もＶの時に改善された（Ｖ

：やや快適、D :どちら､でもない）。壁温下降の皮膚温への影響は下降壁面に向いている

部位に認められたが、反対面の部位にはほとんど認められなかった。条件Ｖの顔面皮膚温

低下が鼓膜温、発汗減少に影響を与えたことなどが考察される。
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　目的　小児の体温は変温性であり、体温調節機能は発育成長するといわれているが、現

代のように着衣や機器設備などの生活環境の変化が、永い間に日本人が体得してきた温熱

適応能力を消失させるのではないかという危惧が考えられる。そこで、母親に委ねられて

しまうことが多い乳幼児の生活環境の実態を明らかにする調査研究を行った。

　方法　調査内容は、（1）4回の指定時刻についての滞在室室温、乳幼児の体温（夏の

み）、暖冷房使用状況、母子の着衣状況、生活行動、温冷感など。（２）母子の身体状態、

健康状態、居住環境、着衣の選択などに対する考え方など。以上についてのアンケート調

査票と棒状温度計（±re許容誤差）を郵送により、配布回収した。調査対象は、関東地

方に居住する生後６ヶ月～３歳までの乳幼児およびその母親とし、夏期と冬期Ｏに行った。

　結果　室温の平均値は28. 7°Cであり、全体の80％が26 °C～3r七の範囲にあった。冷房の

使用率は50%で、そのうちエアコン使用がm%、次いで扇風機がoq%と高かった。母親の着用

している衣服のciof直は、平均で0. 35cloと推定された。乳幼児の衣服数は2～3であった。

乳幼児の体温の平均値は36. 5°Cであり、36.2（C～37（Cの範囲に全体の90％があった。

文献1）都築和代：住宅における乳幼児の温熱環境に関する調査研究、建築大会梗概集、環

境工学、1379-1380、1993など

　196


